
（１） ２０１８年（平成３０年）７月２日 第１４号  

 
  

東
教
育
財
団
で
は
、
五
月
一
八
日
に 

 

理
事
会
、
六
月
一
五
日
に
評
議
員
会
を 

 

開
催
し
、
平
成
二
九
年
度
事
業
報
告 

及
び
決
算
並
び
に
監
査
報
告
を
審
議

の
上
承
認
し
、
①
評
議
員
、
理
事
及
び

監
事
の
一
部
選
任
替
え 

②
評
議
員
及

び
役
員
候
補
者
選
考
委
員
会
委
員
の

一
部
選
任
替
え
を
行
い
ま
し
た
。 

  
 

   

 

・
幼
稚
園 

（
九
件
） 

一
、
八
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
小
学
校 

（
八
件
） 

二
、
八
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
中
学
校 

（
四
件
） 

一
、
八
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

   

・
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

  

   

    

 

・
社
会
教
育
（
一
〇
件
） 

 
 

四
、
〇
五
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
生
涯
学
習
（
五
件
） 

五
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

  

・
地
域
文
化
（
二
八
件
） 

三
、
七
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
ま
ち
づ
く
り
（
一
六
件
） 

二
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

    

・
基
本
財
産
利
息 

三
一
、
三
八
一
、
一
四
〇 

円 

・
受
取
利
息
収
益 

 
 
 

 

八
二 

円 

          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

  

・
事

業

費

計 

二
一
、
二
八
六
、
八
一
九 

円 

【
支
払
助
成
金
】 

一
六
、
六
五
〇
、
〇
〇
〇 

円 

【
そ
の
他
】 

四
、
六
三
六
、
八
一
九 

円 

・
管

理

費

計 

一
〇
、
一
一
四
、
九
四
三 

円 

                 

 

 

    

 

評
議
員
は
、
東
地
区
の
連
合
振
興
町

会
会
長
か
ら
選
任
す
る
こ
と
を
原
則

と
し
て
い
る
。
こ
の
度
、
任
期
満
了
に

伴
う
改
選
に
よ
り
連
合
町
会
長
の
一

部
に
交
代
が
あ
っ
た
の
で
、
評
議
員
に

つ
い
て
も
一
部
選
任
替
え
を
行
っ
た
。 

◆ 

辞
任
し
た
評
議
員 

米 

田 

良 

成 

 

（
前
久
宝
連
合
振
興
町
会
長
） 

 

山 

田  

忠 

治 

 

（
前
南
大
江
西
連
合
振
興
町
会
長
） 

◆ 

新
た
に
選
任
し
た
評
議
員 

濱 

口 

幸
太
郎 

（
久
宝
連
合 

振
興
町
会
長
） 

三 

木  

啓 

二 

（
南
大
江
西
連
合 

振
興
町
会
長
） 

  

理
事
の
一
人
に
中
央
区
副
区
長
を

選
任
し
て
い
る
が
、
こ
の
度
、
大
阪
市

の
人
事
異
動
に
よ
り
、
副
区
長
が
交
代 

   

○ 

評
議
員
の
一
部
改
選 

○ 

理
事
の
一
部
改
選 

○ 

平
成
二
九
年
度
事
業
報
告 
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理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催 

東
教
育
財
団
だ
よ
り 

▲ 

二
〇
、
五
四
〇 

円 

 

学
校
教
育
事
業
助
成 

収 

入
（
経
常
収
益
計
） 

三
一
、
三
八
一
、
二
二
二 

円 

六
、
四
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

（
助
成
件
数
二
一
件
） 

（六月十五日開催の評議員会会議風景） 

 

  

差 

引
（
当
期
経
常
増
減
） 

三
一
、
四
〇
一
、
七
六
二 

円 

 

社
会
教
育
事
業
助
成 

支 

出
（
経
常
費
用
計
） 

四
、
五
五
〇
、
〇
〇
〇 

円 

（
助
成
件
数
一
五
件
） 

 
地
域
文
化
事
業
助
成 

五
、
七
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

（
助
成
件
数
四
四
件
） 

○ 

平
成
二
九
年
度
決
算 



 
  （２） 

し
た
の
で
、
理
事
の
選
任
替
え
を
行
っ

た
。 

◆ 
辞
任
し
た
理
事 

齋 

藤  
拓 

也 

（
中
央
区
副
区
長 

→ 

此
花
区
副
区
長
） 

◆ 

新
た
に
選
任
し
た
理
事 木 

口  
剛 

一 

（
中
央
区
副
区
長   

 
 
 
 

←
東
成
区
副
区
長
） 

   

監
事
の
一
人
に
つ
い
て
も
、
次
の
通
り

選
任
替
え
を
行
っ
た
。 

◆ 

辞
任
し
た
監
事 

井 

上  

俊 

夫 

（
元
財
団
事
務
局
長
） 

◆ 

新
た
に
選
任
し
た
監
事 

長 

谷  

隆 

雄 

（
前
財
団
事
務
局
長
） 

  
 

財
団
事
務
局
長
が
交
代
し
ま
し
た
。 

六
月
一
日
付
け
で
長
谷
隆
雄
が
事
務
局 

長
を
退
任
し
（
長
谷
隆
雄
は
六
月
一
五
日 

付
け
で
監
事
に
就
任
し
ま
し
た
）
、
同
日 

付
け
で
沼
田
宏
が
事
務
局
長
に
就
任
し
ま 

し
た
。 

           

 

  

  

平
成
二
九
年
度
に
助
成
し
た
事
業
の 

具
体
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

  

学 

校 

教 

育 

事 

業 

助 

成  

 
 

 

 

             

愛
珠
幼
稚
園
で
は
、
和
室
に
園
所
有

の
掛
軸
や
花
を
飾
り
、
保
護
者
と
一
緒

に
「
お
茶
遊
び
」
を
行
い
、
礼
儀
作
法

や
感
謝
の
心
（
日
本
の
文
化
）
を
共
に 

学
ぶ
な
ど
、
各
種
園
行
事
に
親
子
で
参 

          

  

加
し
活
動
す
る
機
会
を
意
識
し
て
設

け
、
親
子
活
動
を
深
め
た
。 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

   

南
大
江
小
学
校
で
は
、
音
楽
活
動
に

親
し
み
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、 

『
多
様
な
楽
器
に
触
れ
演
奏
す
る
』『
歌

唱
指
導
に
活
用
し
、
歌
う
こ
と
の
幅
を

広
げ
る
』
な
ど
に
取
組
み
、
ま
た
、
保

護
者
・
地
域
に
向
け
た
発
表
会
を
心
の

通
い
合
う
・
触
れ
合
う
場
と
し
た
。 

    

 

         
（
助
成
額
二
五
万
円
） 

       

 

  

 

社 

会 

教 

育 

事 

業 

助 

成  

 

  
 

               

中
央
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会 

で
は
、
①
区
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会 

③ 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
等
を
開
催
し
、 

区
民
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
レ
ク
リ 

レ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
理
解
・
認
識
を
深 

め
る
と
と
も
に
、
区
民
相
互
の
親
睦
と 

連
帯
感
を
高
め
た
。 （

助
成
額
三
五
万
円
） 

  

 

助 

成 

事 

業 

の 

紹 

介 

《 

親 

子 

活 

動 

》 

○ 

監
事
の
一
部
改
選 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
事
業 

》 

《 

区
民
の
体
力
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ 

《

音

楽

活

動

推

進

事

業

》 

（ファミリージョギング大会スタート風景） 

 

（親子で「稲刈り体験」（写真左） 「お茶遊び」（写真右）） 

 

（ 音 楽 活 動 の 発 表 風 景 ） 

 



（課外学習の料理教室） 

 

（マンツーマン指導による学習） 

 

（生涯学習ルーム活動の様子） 

 

   
 

（３）  

生 

涯 

学 

習 

事 

業 

助 

成 
 

 
書
道
教
室
（
写
真
＝
右
）
や
マ
グ
ネ
ッ

ト
作
り
の
ほ
か
、
新
講
座
と
し
て
年
齢
を

問
わ
ず
参
加
で
き
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
写
真

＝
左
）
を
本
場
ハ
ワ
イ
で
修
業
し
た
指
導

者
を
招
い
て
開
催
し
、
地
域
住
民
の
交
流

を
深
め
た.

。 

 

         

 
 
 
 
 

 

   

 
 
 
 
 

 

  

 
 
 

（
助
成
額
一
〇
万
円
） 

       
 

           

  

  

地 

域 

文 

化 

事 

業 

助 

成 

 
 

  
 

 

                

中
央
区
に
在
住
の
外
国
に
ル
ー
ツ
を 

持
つ
小
中
学
生
を
対
象
に
放
課
後
学
習 

  

支
援
教
室
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
課
外 

        

 

      

中
大
江
公
園
愛
護
会
で
は
、
十
二
月 

三
日
、
千
五
百
も
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を 

集
め
、
六
百
個
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
高 

（
助
成
額
五
十
万
円
） 

 

  

学
習
と
し
て
、
料
理
教
室
、
ダ
ン
ス
体 

験
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の 

餅
つ
き
大
会
や
盆
踊
り
に
も
参
加
し
た
。 

こ
の
事
業
も
五
年
目
を
迎
え
、
地
域 

で
の
認
知
度
も
深
ま
り
、
子
ど
も
達
の 

定
着
度
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
保
護
者 

と
の
意
思
疎
通
も
円
滑
に
進
む
よ
う
に 

な
っ
た
。 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

              
愛
日
教
育
会
で
は
、
愛
日
文
庫
を
次 

の
世
代
に
つ
な
げ
る
た
め
、
毎
年
八
月 

に
曝
書
を
行
う
と
と
も
に
、
四･

一
〇
・              

       

  

 

 

 

    

  

一
二
・
二
月
の
四
回
、
勉
強
会
を
開
催 

し
た
。 

（
助
成
額
五
万
円
） 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

                

中
大
江
地
域
の
乳
幼
児
・
未
就
園
児 

と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
各
種
子
育
て 

支
援
事
業
を
毎
月
第
二
金
曜
日
に
行
い
、

子
育
て
世
代
の
交
流
と
不
安
解
消
を
図 

る
と
と
も
に
、
地
域
で
取
り
組
む
子
育 

て
支
援
気
運
の
醸
成
を
行
っ
た
。 

（
助
成
額
一
〇
万
円
） 

        

（
助
成
額
一
〇
万
円
） 

 

        

         

《 

愛
日
文
庫
曝
書

ば

く

し

ょ

・
勉
強
会 

》 

《 

M
i
n
a
m
i
こ
ど
も
教
室 

》  
《 
南
大
江
小
学
校
生
涯
学
習
ル
ー
ム 

》 

（開平小学校地下１階廊下での曝書光景） 

 

親
と
子
の
育
ち
愛
教
室 

》 

中
大
江
地
域
《 

子
育
て
支
援 



よ 

                             

  
      「

東
教
育
財
団
だ
よ
り
」
第
七
号
（
平

成
二
八
年
秋
号
）
の
本
コ
ラ
ム
「
大
阪
弁

面
白
考
―
こ
と
ば
は
文
化
―
」
で
次
の
よ

う
に
書
い
た
。 

「
大
阪
弁
は
大
阪
と
い
う
ま
ち
の
文
化

の
現
れ
で
あ
り
、
大
阪
の
文
化
に
は
『
開

放
性
』『
合
理
性
』『
敏
捷
性
』
の
三
つ
の

特
徴
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
で
は
、
大
阪

弁
に
は
こ
の
三
つ
の
特
徴
が
ど
の
よ
う

に
具
現
さ
れ
て
い
る
の
か
。」 

と
こ
ろ
で
、
大
阪
人
は
、
誰
も
が
同

等
・
平
等
で
あ
る
と
い
う
思
い
が
強
く
、

人
間
関
係
が
開
放
的
で
同
化
力
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
や
や
も
す
る
と
他
人
に
対
し

て
馴
れ
馴
れ
し
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。 

ま
た
、
大
阪
人
は
、
形
式
よ
り
も
合
理

性
を
大
切
に
す
る
。
だ
か
ら
、
建
前
論
を

嫌
が
り
本
音
を
貴
ぶ
。 

さ
ら
に
、
大
阪
人
は
、
い
ら
ち
で
敏
捷

性
に
富
む
。
悪
く
言
う
と
、
せ
っ
か
ち
で

落
ち
着
き
が
な
い
。 

こ
れ
ら
大
阪
人
の
「
開
放
性
」「
合
理

性
」「
敏
捷
性
」
は
、
大
阪
の
歴
史
と
地 

 
  

 

勢
が
然
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。 

  

大
阪
は
海
に
向
か
っ
て
開
か
れ
た
ま

ち
で
あ
り
、
古
代
か
ら
海
の
向
こ
う
か

ら
渡
来
す
る
人
や
文
化
を
常
に
迎
え
入

れ
て
き
た
。
海
を
垣
根
や
障
壁
と
考
え

ず
通
路
と
見
て
、
海
の
向
こ
う
に
は
素

晴
ら
し
い
世
界
が
あ
る
と
想
像
し
て
い

た
。
気
質
的
に
心
が
外
に
向
か
っ
て
開

い
て
い
た
。 

 
 

           

大
阪
の
ま
ち
は
、
蓮
如
が
つ
く
っ
た

寺
内
町
が
は
じ
ま
り
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
大
阪
人
に
は
浄
土
真
宗
の
信
者
で

あ
る
門
徒
が
多
い
。
浄
土
真
宗
の
開
祖 

親
鸞
は
自
分
の
教
え
を
信
じ
る
者
を
御 

 
 

  

         

 

同
輩
と
呼
び
、
同
じ
位
置
に
立
つ
仲
間
の

よ
う
に
み
な
し
た
。
ま
た
、
真
宗
の
寺
は

村
の
民
衆
の
カ
ネ
で
建
て
ら
れ
、
維
持
さ

れ
て
お
り
、
仲
間
・
大
衆
の
寺
と
い
う
性

格
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
大

阪
人
気
質
に
投
影
し
た
。 

  

古
代
、
難
波
と
呼
ば
れ
た
上
町
台
地
で

生
活
す
る
人
々
の
生
業
は
漁
業
で
あ
っ

た
か
ら
、
毎
日
の
よ
う
に
海
に
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
風
の
向 

き
や
強
さ
、
潮
の
流
れ
、
操
る
舟
の
性
能

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
条
件
を
計
算
し
た
。
海

に
乗
り
出
す
た
め
に
は
合
理
的
な
計
算

が
必
要
で
あ
っ
た
。 

 

大
阪
人
に
は
門
徒
が
多
い
が
、
親
鸞
は

人
間
は
み
ん
な
平
等
で
、
特
別
な
修
行
や

出
家
を
し
な
く
て
も
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

を
唱
え
、
仏
に
す
が
れ
ば
救
わ
れ
る
と
説

い
た
（
他
力
本
願
）。
ま
た
、
今
で
い
う

科
学
を
説
き
、
迷
信
の
類
も
否
定
し
た
。

こ
の
よ
う
に
浄
土
真
宗
の
教
え
は
合
理

的
で
、
近
代
性
に
富
ん
で
い
た
。 

江
戸
時
代
、
大
坂
は
「
天
下
の
台
所
」

と
い
わ
れ
、
株
仲
間
な
ど
の
商
権
が
独
占

的
に
与
え
ら
れ
、
諸
国
の
産
物
は
一
旦 

大
坂
の
地
を
通
過
し
な
い
と
、
全
国
の
消 

 

      

 

 

  

 

費
者
の
手
に
届
か
な
い
と
い
う
構
造
が
シ

ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
た
。こ
の
よ
う
に
商
業

中
心
の
商
品
経
済
が
精
密
化
し
た
社
会
は
、

人
間
に
物
事
を
厳
密
に
考
え
る
こ
と
を
教

え
る
。そ
こ
に
は
観
念
的
思
弁
性
が
入
り
込

む
ス
キ
が
な
く
な
り
、人
は
あ
ら
ゆ
る
事
柄

を
合
理
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
る
。 

  
 

 

農
耕
文
化
は
収
穫
で
き
る
ま
で
待
つ
こ

と
を
前
提
に
し
て
い
る
が
、漁
業
は
待
っ
て

い
た
ら
魚
が
逃
げ
て
し
ま
う
。魚
が
回
遊
し

て
き
た
と
き
に
は
素
早
い
対
応
が
求
め
ら

れ
る
。 

 

商
都
大
坂
の
本
質
は
、卸
で
あ
り
流
通
業

で
あ
っ
た
。流
通
業
は
物
を
右
か
ら
左
に
効

率
よ
く
素
早
く
動
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
商
売
は
早
い
者
勝
ち
で
あ
り
、
す
ば
し

っ
こ
さ
が
求
め
ら
れ
る
。
抜
け
目
な
く
、
ち

ゃ
っ
か
り
と
、い
ち
早
く
行
動
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
阪
人
は
、
敏
捷

性
に
富
み
、
性
急
に
な
っ
た
。 

（
槇 

野  

勝
・
記
）                      

 

（
槇 

野  

勝
・
記
） 

   

                             

＊
こ
の
コ
ラ
ム
欄
へ
の
投
稿
を
募
り
ま
す
。 

テ
ー
マ
は
「
お
お
さ
か
」
で
す
。
一
五
〇
〇
字
程

度
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 
大
阪
の
町
人
魂 

― 
開
放
性
・
合
理
性
・
敏
捷
性 

― 

開 

放 

性 

合 

理 

性 

敏 

捷 

性 

（４） 

（イメージが合うので、三保の松原の写真を借用した） 

 


